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特許状況：出願中
バイオ

自然界には、膜構造を認識し選択的に作用する膜作動性ペプチド（生体防御ペプチド）が存在
する 。選択性の高い膜作動性ペプチドの創出を目的とし、ランダムペプチドライブラリーからペプ

チドを効率よく選抜する手法を開発した。さらに得られた配列情報を基に実際に抗菌活性を有す
るペプチドの作出にも成功した。

1）ランダムペプチドライブラリーから膜構造を認
識するペプチドの選抜が可能。

2）無細胞系(ribosome display)で全行程を行うた
め生物の増殖に影響するペプチドの選抜も可能。

3）ペプチドの塩基配列とアミノ酸配列の対応付
けが容易。

4）膜構造を標的とするため耐性菌出現頻度の
低く抗菌スペクトルの広いリード配列が得られる。

1）特異性が高く、耐性菌出現の可能性の低い安全な抗菌剤の開発。

2）細胞内への物質導入のためのシグナルの開発。

3）ペプチドの大量作製手法の開発
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研究の内容

技術の特徴

参考

カセット1 カセット２ カセット３

Ribosome DisplayのためのＤＮＡの構築

ペプチドライブラリーの発現と選抜手法

ペプチド名 S.aureus E.coli S.enteritidis

KVL 800 800 800

KVL3 >200 >200 >200

KVL5 100 6.3 100

KVL6 25 6.3 50

ALR5 400 100 50

ALR6 50 12.5 25

mast21 25 3.1 6.3

mast21N 12.5 3.1 6.3

mast21R 12.5 6.25 6.25

作出したペプチドの抗菌活性 (MIC, μM) 

今後の展望
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